
矢印と囲み ベン図 イメージマップ くま手チャート Ｘ・Ｙ・Ｗチャート

マトリックス データチャート ＫＷＬ ＰＭＩ ステップ・チャート

クラゲ・チャート コンセプトマップ
キャンディ・チャート プロットダイアグラム

フィッシュボーン 座標軸 同心円チャート 情報分析チャート

ピラミッドチャート

バタフライチャート

○シンキングツール～考えることを教えたい～ http://ks-lab.net/haruo/thinking_tool/short.pdf より



矢印

・順番、順序

・関係、関連

・理由、根拠

・因果など

囲み

・同じ意味・同じ種類・まとまりなど

使い方

矢印と囲みを併用して使うこともでき

る。

ベン図

・比較する

・分類する

使い方

複数の事実、考え、

意見などについて、

共通点、相違点の両方をリストアップし

て整理する。

イメージマップ

・アイデアを出す

・広げてみる

・関係づける

・関連づける

使い方

何かについて考えるとき、特定のことに

こだわってしまったり、考えを抑制して

しまったりすることを防いで、幅広い多

様なアイデアを生み出すために使いま

す。（ウェビングともいいます）

くま手チャート

・アイデアを出す

・広げてみる

・多面的に見る

・分類する

使い方

①熊手の柄の部分に何について考えるか

を記入する。②手（歯）の数の分だけ考

えを書き出していく。また、手の部分に

視点を記入しておき、書かせることもで

きる。

Ｘ・Ｙ・Ｗチャート

・多面的に見る

・多角的に見る

・アイデアを出す

・焦点化する

使い方

視点の数によって、Ｙ、Ｘ、Ｗを選ぶ。

それぞれの視点についてできるだけたく

さんのことを書き出させる。書き出され

たことを元に意見や考えをまとめてい

く。

マトリックス

・分類する

・整理する

・比較する

・多面的に見る

使い方

行見出しに、整理する視点を記入する。

列見出しに、観点を書き入れる。（数に

合わせて増減する）セルに数や名前、様

子や状態を記入していく。セルとセルを

見比べて、考えや意見をまとめる。

データチャート

・理由づける

・分類する

・分析する

・整理する

使い方

①テーマを決める②トピックスを決める

（トピックスの数分だけ列を作る）③情

報源を記入する④調べたことを、どの情

報源かを意識して表の中に書き入れる⑤

内容を比較、検討し、まとめる。

ＫＷＬ

・焦点化する

・計画する

・見通す

・振り返る

・整理する

使い方

何について学習するのかを示して、Ｋに

知っていることを記入。何について学習

したいかどのようなことを調べたいかＷ

に記入。まとめをＬに記入する。

ＰＭＩ

・多面的に見る

・評価する

・判断する

・意思決定する

使い方

①何について考えるかを示す。②その対

象について、いいところ、だめなとこ

ろ、おもしろいところの３つの観点から

記入させる。理由も記入。③まとめとし

て、自分の意見や考えを書く。

ステップ・チャート

・順序立てる

・計画する

・構造化する

・要約する

使い方

上から下へ、右から左へと、時系列を追

ったり、起承転結の構造で書いたりさせ

る。分岐（ ）を入れるとより複雑な

流れを作ることもできる。

クラゲ・チャート

・理由づける

・関係づける

・要約する

使い方

クラゲの頭の部分に、自分の考え、答

え、出来事や問題となる事象を記入す

る。それらに対する根拠や原因などを足

の円の部分に記入する。５本の足すべて

に記入する必要は無い。また、増やして

もよい。足の事項から頭の部分でまとめ

てもよい。

コンセプトマップ

・関係づける

・関連づける

・構造化する

使い方

①課題、テーマ、めあてを示す。②囲み

に扱う事項を記入したシートを配付す

る。または、囲みに記入する事項を選択

させ記入する。③調べてまとめたこと

を、関係線の上に書かせる。④全体を見

ながら、関係や構造についてまとめる。

キャンディチャート

・仮定する

・予想する

・推論する

・見通す

使い方
予想することを助けるツールなので、初

めにある事象や出来事を詳しく調べる。

その後、左の枠に予想することを記入す

る。次に、予想したことを中央の円に記

入する。右の枠には、その理由を記入す

る。

プロットダイアグラム

・単純化する

・焦点化する

・要約する

・構造化する

使い方

①クライマックスに自分の主張したいこ

とや話の中心を記入する。②導入部、上

昇部、下降部、結末部と事実や意見、物

語のあらまし、展望、課題などを付け足

していく。向きが逆でもよい。

ピラミッド・チャート

・焦点化する

・構造化する

使い方

上から下に、下から

上に記入させてもよい。

①調べたデータを下の部分に書き出す。

②大事だと思うことを選んで中の部分に

記入。③自分の主張したいことを上の部

分に記入する。

フイッシュボーン

・分析する

・焦点化する

・構造化する

使い方

頭の部分に結果や問題を記入する。その

要因や原因を太い骨の部分に見出しとし

て記入する。小骨の部分には、具体的な

内容を記入していく。

座標軸

・比較する

・分類する

・位置づける

・整理する

使い方

上下、左右と２つの軸が何を意味するか

定義する。相対的なものがよい。定義し

た物に対する自分の意見を付箋などに記

入し、対応すると思われる箇所に貼って

いく。全体的に見て話し合いをする。

バタフライチャート

・理由付け

・多面的に見る

・多角的に見る

使い方

中央に書かれたトピックについて賛成や

反対、強い賛成や強い反対の意見をもつ

人の気持ちになって、その意見と理由を

記入する。または調べた情報を記入す

る。その内容を押さえた上で、自分の意

見を決めさせる。

同心円チャート

・広げてみる

・変化をとらえる

・関連づける

・推論する

使い方
①トピックについて確認する。②同心円

がどのような意味で広がっていくかを伝

える。（例 時間、距離、世代）③同心

円の自分の位置のことについて調べたり

考えたりしたことを記入。④他の輪の中

にも記入。⑤チャートを元に特徴や変化

に気づいたことをまとめる。

情報分析チャート

・分析する

・理由づける

・見通す

使い方

①対象となる文章や資料について、情報

のまとまり毎に、「事実」「伝聞」「推

測」「意見」の別を判断して記入。②事

実や伝聞を元に推測や意見が納得できる

か検討。無理がある場合、どこがおかし

いか考える。③自分の立場で考える。

トライ！ 思考ツール いろいろな学習場面で活用しましょう！


